
旅  費  請  求  譜 3頁
(精算払代理受領)

旅行命令番号  旅 行期
5 8 3   1 2 ,  4 -

5 8 4    1 2 .  5 -

5 8 5    1 2 .  6 -

5 8 6    1 2 .  7 -

5 8 7    1 2 . 1 1 -

5 8 8    1 2 . 1 2 -

5 8 9    1 2 . 1 3 -

6 0 1    1 2 .  8 -

6 0 5    1 2 , 1 4 -

静岡県知事様
右の金額を請求 します
平成 7.年 12.月

用 務
4/伊 束警察署 /

5イ 新居警察署/

6/伊 東警察署ヤ

7/新 居警察署/

11/伊 束警察署ィ/

12/新 居警察署/

13/伊 東警察署/

8/東 京都千代日区
14/熱 海警察署 /

(迎賃同一地域)/

旅先切

陀

ｔ２

‐２

陀

ｔ２

陀

ｔ２

陀

ｔ２

8

I望  花質

2 , 2 0 0 /

2 , 2 0 0 /

2 , 2 0 0 /

2 , 2 0 0 /

2 , 2 0 0 /

2 , 2 0 0 /

2 , 2 0 0 / ヤ

1 4 , 3 2 0 ' /

8 , 0 2 0 ン

1 0 1
君r甘求金額
技師

‖:

)|1山育

補
４０円
書

，
７

求

７請①／触

衡
一

右の金額を請求します。   請 求金額
平成  7年 12.月15日  主 任

旅行命令番号  旅 行期間
5 9 5    1 2 .  4 - 1 2

6 0 4   1 2 . 1 3 - 1 2

静岡県知事様
右の金額を請求 します。

平成 7.年 12,月15

旅行命令番号  旅 行lUl問

5 9 2    1 2 ,  1 - 1 2

5 9 7    1 2 .  5 - 1 2

6 0 4    1 2 . 1 3 - 1 2

静岡県知事r様

用 務  先
1/神 奈川県箱根町/

5/下 回警察署/

13ノ/細 江警察署 /

3 T / l i
木口

用 務
4//愛 知県新城市外 /

13//細 江警察署
/

請求金額  2件
日 警 部補    新 村

請求書番号   lol

絃⑬
伸841H

旅 費  額
9 , 2 2 0 /

1 1 , 5 6 0 /

7 , 7 6 4 /

冒背Jと千寧著辞移    l o l
2 8 , 5 4 4 円

旅  費  額

1 3 , 9 2 0 / ″

7 , 7 6 4 /

先

旅行命令番号  旅 行期間

5 9 4    1 2 .  4 - 1 2

6 0 1    1 2 .  8 - 1 2

6 0 6    1 2 . 1 4 - 1 2

静岡県知事様
右の金額を請求 します。

平成 7.年 12.月15

費 額

2 , 2 0 0 ″

1 4 , 3 2 0

6 . 5 8 0

用 務  先        旅
4″/愛 知県新城市外 /

8/東 京都千代田区 (運賃同一地域)/
14/浜 松束警察署 /

請求金額
日 轡 視
3紫木品橿謂橘

的1
費

１

２

６

旅先旅行命令番号   旅 行期間

6 0 0    1 2 .  7 - 1 2

6 0 2    1 2 . 1 0 - 1 2

6 0 6    1 2 . 1 4 - 1 2

静岡県知事様

額

1 0 0 '

2 0 0

5 8 0

用 務
7/清 水市吉サ|1/イ

|!亨′擬松葉警察醤
ン多

右の
幸観4評群れ斉静5日

言
露勤絶 3 施岱
青掘絲 ml件

鈴木

響務部総務課



旅  費  請  求  書 51~t
(精算払代理1受領)

旅行命令番号
5 8 4

5 8 5

5 8 6

5 8 7

5 8 8

5 8 9

5 9 0

5 9 2

6 0 1

折者子す明1切 5/新居警察望ユ/  先       旅.
6/伊 東警察署 /

7/新 居警察署/
1/伊 東警察署/
2/新 居警察署/

3/伊 東警察署/

4/新 居警察署 /

1/神 奈川県箱根町/
8/東 京都千代田区 (運賃同一地域)/

_ 7 _ l t  額

2 , 2 0 0 /

2 , 2 0 0 /

2 , 2 0 0 ,

2 , 2 0 0 メ

2 , 2 0 0 /

2 , 2 0 0 /

2 , 2 0 0 /

9 , 2 2 0 /

1 4 , 3 2 0  /

1 0 1

12. 5-121

12. 6-12.

12. 7-12.

12.11-12.

12.12-12.

1 2 . 1 3 - 1 2 .

1 2 . 1 4 - 1 2 .

1 2 .  1 - 1 2 .

1 2 .  8 - 1 2 .

静岡県知事様
右の
幸観弓戸?磐払F浄5 日 言肇褐幸額 9後辺名建憂)瑠掘縮

勢 惑 部 総 惑 報



一カ
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
平
成

い
く
」と
述
べ
た
。

里

カ
蝉
燿
　
　
料艶
わ
不
正
認
識
は
否
定
丸
築
響

里

暴

蜜

墾

襲

警

篠

堪

梶

だ
れ
て
、ほ

進

塩

指

珠

進

華

上

た
ず

」
審

譲

生

鏡

艶

籠

難

縮
苦渋の表情で陳潮する水田県警本部長

=5日 正午すぎ、県庁

な
実
施
を
期
待
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

裁
判
の
決
定
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し

て
は

「文
書
処
理
の
規
定
に

つ
い
て
の
解
釈
の
速
い
で
あ

っ
て
、
意
図
的
に
情
報
を
隠

し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

裁
判
の
決
定
に
従

っ
た
」
と

述
べ
た
。

カ
ラ
出
張
「
大
変
遺
憾
」

国
家
公
安
委
員
長

小
野
清
子
国
家
公
安
委
員

長
は
五
日
の
閣
議
後
会
見

で
、
県
警
が
カ
ラ
出
張
な
ど

で
不
正
支
出
を
繰
り
返
し

て
い
た
問
題
に
つ
い
て
、「大

変
遠
憾
。
国
家
公
安
委
員
会

は
事
実
の
解
明
を
進
め
、

必
要
な
措
置
を
取
る
よ
う

指
示
し
て
き
た
。
こ
の
結
果
、

国
民
の
信
頼
を
得
る
た
め

に

（同
県
警
は
）
返
還
す
る

方
針

を
決
め
た
」
と
述
べ

た
。

/
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賄

μ 静岡県警カラ

は
寺
ギ
勢
「正
義
は
勝
つ
」信
じ

■■■警素の経費をめぐる主な動き■■■

櫂聯鮮躍鼻縫鱗纂翻
借莞壌錦黙ふ賛軽高爵あ発写樫餐警藁

害者雪香誓築堕醤碧督増医と客蔓査C
たとして、幹部 7人 が業務上散領容疑

仙台市暴ぁ莱真歪こ超ぢ群モ奨岳霞黒
提訴19男高ぁ裏墾曇サど掃辱宅熙握習

鰹麟製あ鯨笹弊室縫騒

か 窯 轟 諏
館纂継塁基等願亨麓慾
る」と参考人として証言。

幾
あ
謂券”帥嘩難
韻
襲
禅ぶ

齢
岡
県
音
総
務
線
の
旅
費

一企
止
支
出
問
題
発
覚
の
き
っ

か
け
は
、
県
オ
ン
プ
ズ
マ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
幹
事
で

元
県
議
の
服
部
勇

一
郎
さ
ん

（鶴
）が
起
こ
し
た
情
翌
囲
不

請
求
だ
っ
た
。
鏑
年
１０
月
の

請
求
か
ら
約
７
年
半
。
情
報

囲
が
を
拒
み
続
け
た
県
警
が

よ
う
や
く
動
き
、
不
正
が
明

る
み
に
出
た
。

「情
報
隠
し

は
不
正
隠
し
だ
」
。
こ
の

間
、
服
部
さ
ん
が
言
い
続
け

た

一
言
が
、
現
実
に
な

っ

た
。
　
　
　
　
，

５
日
午
前
１１
時
、
服
部
さ

ん
に
計
１
９
３
６
枚
の
公
文

書
が
開
示
さ
れ
た
。
昨
年
１１

月
か
ら
調
査
を
始
め
、
服
部

さ
ん
に
開
示
さ
れ
る
旅
費
関

連
書
類
の
半
数
が
架
空
と
知

っ
た
に
奪
ほ
、
日
本
の
１
時

間
前
に
、
自
ら
会
見
し
て
不

正
を
公
表
し
た
。

喜
隆
隈
牌
圏

難
饒
継

け
て
き
た
」
と
話
し
た
。

鏑
年
１０
月
、
服
部
さ
ん
は

情
報
公
開
が
進
ま
な
い
県
警

を
相
手
取
り
、
９５
年
度
の

食
糧
費
や
旅
費
の
支
出
慕

な
ど
を
開
示
す
る
よ
う
求
め

た
。

「
題
査
に
支
障
が
あ

る
」
と
の
非
開
示
理
由
を
避

け
る
た
め
、
国
不
を
求
め
る

対
象
は
捜
査
に
直
接
関
与
し

な
い
総
務
課
に
絞
っ
た
。
同

様
の
囲
査
畢
（は
こ
の
年
、

全
国
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
足

並
み
を
そ
ろ
え
て
実
施
し

た
。請

求
の
時
点
で
服
部
さ
ん

は

「非
開
示
な
ら
提
訴
」
と

決
め
て
い
た
。
補
求
の
ひ
と

月
前
、
静
岡
県
で
は
県
職
賞

の

「預
け
金
問
題
」
が
発
覚

し
て
い
た
。
ホ
テ
ル
や
飲
食

店
に
簿
求
額
以
上
の
代
金
を

払
い
込
み
、
残
額
を
不
正
に

蓄
え
る
手
口
で
、
知
事
を
合

む
県
昨
部
ら
７．
人
が
処
分
さ

れ
た
。
眼
部
さ
ん
は

「県
の

公
金
管
理
は
ず
さ
ん
」
と
碓

信
を
持
っ
た
。

請
求
の
約
１
カ
月
後
、
県

は

「開
示
す
る
と
業
務
に
支

障
が
出
る
」
と
し
て
全
面
非

全
国
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

連
絡
会
議
の
新
海
聡
事
務
局

長
の
話

　
「ば
れ
た
か
ら
返

速
す
る
」
と
い
ぅ
だ
け
で
は

意
味
が
な
い
。
ほ
か
の
部

署
、
ほ
か
の
年
度
で
も
同
様

の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
は

ず
で
、
静
岡
県
幣
は
全
庁
的

な
実
態
調
査
を
し
た
ぅ
ぇ
で

締
果
を
公
表
す
る
べ
き
だ
。

さ
ら
に
、
北
海
道
格
を
は
じ

め
、
不
正
支
出
の
純
感
が
各

地
で
表
面
化
し
て
ぉ
り
、
全

国
的
に
笹
禁
へ
の
信
頼
が
揺

ら
い
で
い
る
。
他
の
警
察
で

も
同
様
の
調
査
を
し
て
、
市

民
に
結
果
を
公
表
す
る
べ

き
だ
。
ヨ
州
周
粛
「
掛
割
判

て
全
国
調
査
を
検
討
し
た

情
報
公
開
に
洋
し
い
堀
部

政
男

・
中
央
大
教
授

（情
報

法
）
の
話
　
情
報
公
開
の
大

き
な
流
れ
が
出
て
き
た
８０
年

代
以
降
も
、
幣
無
は
長
年
の

03とF

04年
開
示
を
通
知
。
餌
年
１
月
の

異
議
申
し
立
て
も
栞
却
さ

れ
、
服
部
さ
ん
は
９８
年
９
月

に
提
蘇
し
た
。

∞
年
３
月
の

一
審
静
岡
地

裁
。
裁
判
長
は

「今
回
の
文

書
は
犯
罪
題
査
に
関
す
る
秘

密
が
要
求
さ
れ
る
情
報
と
は

考
え
に
く
い
」
と
し
て
県
の

非
開
示
処
分
を
ほ
ぼ
取
り
消

す
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
二

警
の
東
京
高
裁
も

「文
書
類

は
犯
罪
獲
査
と
直
接
か
か
わ

り
が
薄
い
」
と
し
て
、
改
め

て
開
示
を
求
め
た
。
そ
し
て

今
年
１
月
、
食
い
下
が
る
県

の
上
告
を
最
高
裁
が

「不
受

理
」
と
し
、
県
の
政
訴
が
確

定
し
た
。

一
方
で
、
県
の
敗
訴
確
定

を
目
前
に
し
た
昨
年
９
月
、

同
県
で
は
、
鋪
年
度
末
ま
で

に
カ
ラ
出
張
な
ど
で
不
正
に

約
２
億
円
が
蓄
え
ら
れ
、
職

員
の
交
通
事
故
処
理
や
予
算

外
の
備
品
の
購
入
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
新
た

慣
行
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か

公
開
に
踏
み
切
れ
な
か

っ

た
。
し
か
し
、
市
員
の
日
で

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
公
開

を
命
じ
な
司
法
判
断
が
積

み
重
な
す
た
こ
と
で
、
警

禁
と
し
て
も
流
れ
に
従
わ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
だ

ろ
う
。
とけ
劇
刊
対
辺
潤
祖
掛
刊

に
よ
る
調
査
が
必
要

に
発
覚
し
た
。

こ
の
日
の
開
示
に
つ
い

て
、
昭
鑑
き
ん
は

「囲
答

求
後
も
県
で
は
、
公
金
が
職

員
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
た
。
す
ぐ
に
囲
不

さ
れ
て
い
れ
ば
こ
う
し
た
不

正
な
公
金
の
使
用
も
防
け
た

は
ず
」
と
話
し
た
。
そ
の
上

で

「囲
査
ｘ
畜
と
万
に
調
査

を
深
め
れ
ば
、
新
た
な
何
か

が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
も
霜
り
、
今
後
の
調

査
、
告
発
活
動
に
前
向
き
な

姿
勢
を
示
し
た
。

不
正
支
出
認
め

県
警
幹
部
陳
謝

静
岡
県
書
の
記
者
会
見
は

５
日
午
前
１０
時
か
ら
、
静
問

市
の
県
警
本
部
で
開
か
れ

た
。
緊
張
し
た
面
持
ち
で
会

年食間田

見
に
臨
ん
だ
大
橋
宣
警
務
部

長
ら
は
冒
頭
、
用
意
し
た
報

道
文
を
読
み
上
げ
る
形
で

「総
務
課
旅
費
等
の
執
行
庁

関
し
ま
し
て
は
、
一
部
に
不

適
正
ま
た
は
妥
当
性
に
欠
清

る
部
分
が
判
明
し
ま
し
た
」

と
不
正
支
出
を
認
め
、

「日

民
の
皆
様
に
深
く
お
わ
び
南

し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
て
、

深
々
と
頭
を
下
げ
た
。

「大
変
遺
憾
だ
」

国
家
公
安
委
員
長

′ｒ、鮮
畠
家
公
窒
賛

長
津

５
日
、
閣
綾
後
の
会
見
イ

「大
変
邁
憾
で
あ
る
と
申
ト

上
げ
る
以
外
に
な
い
」
と
ホ

ベ
た
。
同
県
警
が
不
正
支
常

し
た
旅
費
な
ど
を
県
に
返
靖

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

「国

家
公
室
蚕

会
＞」
し
て
、
革

案
の
解
明
と
、
解
明
で
き
た

こ
と
は
け
じ
め
を
つ
け
て
、

国
民
の
信
頼
回
復
に
努
め
る

よ
う
整
筆
席
に
密
不
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
で
あ
ろ
う
か

と
思
う
」
と
話
し
た
。

ま
た
北
海
道
警
の
元
昨
部

が
、
山
梨
、
熊
本
面
県
特
に

出
向
し
て
い
た
と
き
に
基
金

の
可
能
性
の
あ
る
金
を
受
け

取
っ
た
と
証
言
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は

「現
時
点
で
は
そ

う
い
う
こ
と
は
行
わ
れ
て
い

な
い
と
承
知
し
て
い
る
」
と

し
た
。


